
2022 年度理系チャレンジ講座（第４回）を実施しました 

９月２８日（水）に理工学部の小畑 経史先生を講師に迎え、

「役に立つ数学―オペレーションズ・リサーチ」というテーマ

で、理系チャレンジ講座第４回を実施しました。安心院、国東、

別府翔青、大分雄城台、大分鶴崎、大分西、臼杵、竹田、三重

総合、中津南、日田、大分舞鶴、大分豊府、芸術緑丘、大分東、

玖珠美山、大分の１７校１３１名が受講しました。 

小畑先生は、役に立つ数学という視点から、「オペレー

ションズ・リサーチ」について話されました。 

まず、〝ブンダイ製粉〟で生産している３種類の粉に

ついての例題を数理モデルで示されました。数理モデル

とは、具体的な問題の本質だけを取り出して、数学で扱え

る形にしたものだということです。 

例題を数理モデル化し、その得られた数理モデルをど

う解けばよい

か、それを考える学問分野がオペレーションズ・リサーチだ

と説明されました。これで主に取り扱うのは、数理的意思決

定問題と呼ばれる問題で、意思決定とは、個人、集団が何か

を「決める」ことだということです。 

この例として「コンビニ」「鉄道」の場合が紹介されました。

鉄道で大分から北部九州の主要都市まで行く最適ルートや、

コンビニのレジでどれくらい待つことになるのか、おおよその時間の分析などを、数式が日常にない生

徒にとっても非常に興味深く、聴くことができました。 

数理的意思決定問題を扱うオペレーションズ・リサーチ

は数学と実用の橋渡しをする学問分野であるという先生の

ご説明を受けて、「役に立つ数学」という言葉が、身近に迫

ってくる思いで、理解することができました。 

 

 

受講生からは「長文の文章問題について苦手意識があった

が、要点の掴み方を学んだので活用していきたい。」「習ってい

ないところもあったが、身近な例で説明していたので、分かり

やすく興味深い内容であった。」「リトルの公式は、これからの

日常生活で活かせることなので、使ってみたいと思った。」「数

学が社会に役立つというのがよく分かり、数学をもっと学び

たいと思った。」等の感想が寄せられました。 

 


